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写し R4.9.20 朝日新聞社

規制委員会初代委員長が

「技術というのは、必ず事故やトラブルが
起こるもの。事故を拡大させない、どの程
度までに抑えるか、という考え方が大事で
すが、日本は無謬性を求めすぎます。それ
で『安全だ、安全だ』と言わざるをえなく
なって、安全神話の落とし穴にはまってし
まう。でも、絶対安全なんて、ありえない
んです。」

と発言していること。
「大事故があり得る」が福島第一原発事故
の規制委員会の一貫した姿勢であること。
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